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ＲＩテーマ イマジンロータリー  

地区方針  未来を描こう、笑顔でつなごう 

                  ～一人一人のチャレンジを力に！変化に対応できるクラブを目指して～ 

本日の例会プログラム   ２０２２年９月２７日（第２４３９回） No.２３１９  
点鐘       １２:３０ 

斉唱       君が代・奉仕の理想 
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卓話担当者 RI 第 22760 地区  

ガバナー 篭橋 美久君 

卓 話 者   〃 

演   題 「 ガバナー訪問に因んで 」 

 

2022-23 年度 2760 地区 ガバナー 篭橋 美久 

前回の例会記録    ２０２２年９月１６日 （第２４３８回）        
〇唱和：四つのテスト 
〇出席者：会員 20 名中 17 名出席  出席率 85.00％                            

会長挨拶   菊田 利昭 

今日は相続のお話をしま

す。最近、お父様は元気だが

お母様が認知症になってし

まった、将来の相続で気を

付けることはあるか、とい

う相談をよく受けます。お

父様が亡くなって遺産を分

割する場合、遺言が無ければ、相続人全員で遺産分

割協議をする必要があります。しかし、お母様が認

知症の場合、お母様は自分で協議することが出来ま

せん。そのため、お母様に成年後見人を付けなけれ

ばならず（成年後見人は一度選任されると本人が亡

くなるまで辞めることが出来ない等、様々な問題点

があります）、手続きがとても煩雑になります。 

このようなときに遺言は役に立ちます。遺言があ

れば、相続人全員で遺産分割協議することなく遺言

にしたがって遺産を分けることが出来るため、認知

症の方に後見人をつける必要はありません。以前も

お話ししたとおり、大切な家族が相続でもめないよ

うにするには、内容を吟味した遺言を作成すること

が有効なのですが、相続人に認知症の方がいらっし
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ゃるときにも遺言はとても役に立つのです。ぜひ遺

言の作成をご検討ください。 

ところで、先ほど成年後見人制度には様々な問題

点があるとお話ししましたが、法務省はこれらの問

題点を解消するために民法の改正に向けた検討を

始めました。改正が検討されている事項は、本人に

とって必要な時に必要な範囲でのみ利用できる制

度とすること、すでに成年後見制度を利用している

人について一定期間ごとに本当に後見制度が必要

な状態か見直す機会を設けること、柔軟に後見人を

交代できるようにすること、等です。これらの改正

が行われれば、多少は成年後見制度も使いやすくな

ると思います。ですが、改正までにはまだ数年はか

かりそうなので、それまでは、遺言を作成したり、

任意後見契約（これについてはまたいつかご説明い

たします）を結んだりしておくことが大切だと思い

ます。 

幹事報告 

・9/9(金)地区国際奉仕委員会 於ガバナー事務所 

     森井地区国際奉仕委員 出席 

・9/12(月)公共イメージ向上委員長会議 於名鉄 

     グランドホテル 仲澤公共イメージ 

向上委員長 出席 

・9/15(木)地区研修実行委員会 於ガバナー事務所 

     森井地区研修実行副委員長 出席 

次回会合：10/21(金)第 8 回理事役員会 於尾張旭 

市商工会館内 第 1 会議室 13：40～                             

ニコボックス 

〇加藤知徳さんの卓話を楽しみにしています。 

   菊田 利明君、熊澤  功君、飯田 幸雄君 

   江尻  豪君、桜井 雅博君、舟橋 龍秀君 

   箕輪 良孝君、山田 直樹君 

〇本日卓話担当をさせていただきます。 

加藤 知徳君 

〇本日早退させていただきます。  菊田 利明君 

健康トレーニング 

 

生涯現役を目指し

て、健康トレーニン

グを開催 

 

 

 

卓話 

「自己紹介（私と瀬戸信 

用金庫のご紹介）」 

     加藤 知徳 

 本年７月に尾張旭ロ

ータリークラブに入会

させていただきました、

瀬戸信用金庫・常務理事

の加藤でございます。本

日は「卓話」担当ということで、僭越ですが自己紹

介をさせていただきたいと思います。しかし、私自

身の自己紹介だけではとても３０分は持たないだ

ろうと思いまして、今回は私ども瀬戸信用金庫がち

ょうどこの１１月で「創立８０周年」を迎えること

もあり、当金庫の歴史なども合わせて紹介をさせて

いただければと思います。 

 それではまず、わたくしの自己紹介です、出身は

瀬戸信用金庫本店所在地でもある瀬戸市でござい

ます。現在６１歳です。大学は名城大学法学部の出

身です。 

 次に職歴ですが、大学卒業後、昭和５８年に瀬戸

信用金庫に入庫いたしました。 

入庫してからは、窓口や融資窓口の担当などもやり

ましたが、入庫して３年目にいわゆる営業マン、当

金庫でいうところの得意先担当になり、毎日お客様

のところへお伺いしていました。このころの思い出

として印象に残っているのは、当時担当していたお

客様から自宅を建てたいというお話を頂き、融資の

手続きなどについて親身に相談に乗らせていただ

いていましたが、建物が完成した時にお客様から

「あなたのおかげで家を建てることができた、あり

がとう」と言われ握手を求められたことは、昨日の

出来事のように覚えています。その時に、我々の仕

事はお客様から感謝される仕事であることを実感

し、その後の私が仕事を続けるモチベーションにな

っています。 

 その後、平成１９年に初めて支店長になることが

できました。最初は豊田市の藤岡支店というところ

の支店長でした。その後平成２２年に名古屋市熱田

区の日比野支店の支店長、平成２３年には名古屋市

千種区の今池支店長を務めさせていただきました

が、残念ながら尾張旭市内の支店での勤務経験はご

ざいませんでした。支店長時代の思い出としては最

初に支店長の辞令を頂いたときに一国一城の主に

なるんだと思い身震いしたことを思い出します。 

 その後平成２６年には本部勤務となり、平成の３

０年には理事に就任し経営者の一員になり現在に

至っております。 以上が私の自己紹介であります。 

 次に、当金庫の紹介をさせていただきます。瀬戸

信用金庫の生い立ちは、昭和１７年１１月、瀬戸市

内にあった今村・赤津・東部・北部・南部の５つの

信用組合を合併し「瀬戸市信用組合」を創立したこ

とが始まりになります。当初は８つの店舗でスター

トを開始しました。 

 これは私が生まれる昭和３６年の１９年前にな

ります。そして昭和２６年１０月に信用金庫法の発

令に伴い、信用金庫に改組し、以降「瀬戸信用金庫」

となりました。当時の預金量は７億円、貸出４億円、

役職員数は１８２名、店舗数は１３店舗でした。 

 その後、昭和２３年に、ここ尾張旭の三郷に三郷

支店を開設し、２５年には守山に支店を開設しまし

た。そして、２０年代後半には、当金庫は大曽根支

店、車道支店、今池支店など、本格的に名古屋エリ

アに進出を開始し、業容の拡大を図っていきました。

現在名古屋エリアの本部である名古屋支店は昭和

２８年に開設しました。 



  

※紙面の都合上、卓話後半は次週掲載致します。 


